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ABSTRAK 

Nur Safira Din Ningrat, 2023. Fungsi Seni dalam Pertunjukan Bunraku dengan 

Wayang Golek (Studi Komparatif). Skripsi. Program Studi Pendidikan Bahasa 

Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta. 

Penelitian pada skripsi ini ditulis dengan tujuan untuk mengetahui perbandingan 

fungsi seni dalam pertunjukan Bunraku dengan wayang golek. Penelitian ini 

dilatarbelakangi persamaan serta perbedaan fungsi seni yang terdapat dalam 

pertunjukan Bunraku dengan wayang golek, sehingga dapat diketahui bahwa 

fungsi seni yang terbagi dalam beberapa jenis dapat diidentifikasi pada Bunraku 

dan wayang golek. Penelitian ini menggunakan teknik studi pustaka dan metode 

deskriptif kualitatif dengan teori yang dikemukakan oleh Soedarsono (2002), 

Hidayat (2005) dan W. Setya (2020) untuk menentukan fungsi seni dalam 

Bunraku dan wayang golek. Berdasarkan hasil dari penelitian ini ditemukan 

bahwa Bunraku dan wayang golek memiliki 6 persamaan dan 5 perbedaan dalam 

fungsi seni. Hal itu dilihat berdasarkan pertunjukan, penggunaan boneka, nilai 

estetis dan alur cerita yang dibawakan dalam pertunjukan. Perbedaan ini terlihat 

dari Bunraku yang hanya berfungsi sebagai sarana ritual dan religi, sarana 

hiburan, sarana presentasis estetis dan cerita yang disampaikan juga mengenai 

sejarah pada zaman Heian dan Edo. Sedangkan wayang golek memiliki fungsi 

yang tidak ada dalam Bunraku karena pertunjukan wayang golek memiliki 

fungsi sebagai propaganda politik, komunikasi media massa dan juga solidaritas 

masyarakat. 

Kata kunci: Fungsi Seni, Bunraku, Wayang Golek 
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ABSTRACT 

Nur Safira Din Ningrat, 2023. The Function of Art in Bunraku and Wayang 

Golek Performances (Comparative Study). Thesis. Japanese Language 

Education Study Program. Faculty of Language and Arts. State University of 

Jakarta. 

The research in this thesis was written with the aim of knowing the comparison 

of art functions in Bunraku performances with wayang golek. This research is 

motivated by the similarities and differences in art functions found in Bunraku 

and wayang golek performances, so that it can be seen that art functions which 

are divided into several types can be identified in Bunraku and wayang golek. 

This research uses literature study techniques and qualitative descriptive 

methods with theories proposed by Soedarsono (2002), Hidayat (2005) and W. 

Setya (2020) to determine the art functions in Bunraku and wayang golek. Based 

on the results of this study, it was found that Bunraku and wayang golek have 6 

similarities and 5 differences in art functions. It is seen based on the performance, 

the use of puppets, the aesthetic value and the storyline presented in the 

performance. This difference can be seen from Bunraku which only functions as 

a means of ritual and religion, means of entertainment, means of aesthetic 

presentation and the stories told are also about history in the Heian and Edo 

periods. Meanwhile, wayang golek has a function that does not exist in Bunraku 

because wayang golek performances have functions as political propaganda, 

mass media communication and also community solidarity. 

Keywords: Art Function, Bunraku, Wayang Golek
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文楽とワヤン・ゴレック公演における芸術機能（比較研究） 

ジャカルタ国立大学 

ヌル・サフィラ・ディン・ニンラト 

nursafira.731@gmail.com 

概要 

A. はじめに 

人間の思想の中で形成された文化は芸術に注ぎ込まれ、後

に芸術作品を生み出す。Yudosaputro（2011）によれば、文化の一

部としての芸術は、そこに含まれるメッセージ、思想、文化的価

値を伝える上で重要な役割を果たす。Yudosaputro は、芸術は人間

と人間、人間と自然、人間と至高の創造主とのコミュニケーショ

ンの媒体としての役割を担っていると強調した（Yudosaputro in 

Jazuli p.127）。芸術は古代から存在する人間の基本的な本能であ

り、これは Soedarso (1988)によって説明されている。Soedarso は、

芸術はサ Sansekerta語、すなわち saniに由来し、敬意と誠実さをも

って礼拝、奉仕、寄付、依頼、生計を意味すると説明している

(p.16-17)。芸術は、その機能において、美的な美しさを持つ様々な

メディアを通して表現され、伝達される、心の奥底にある考えや

経験の表現である。 

Sumardjo（2001）は、舞台芸術とは、観客が楽しめるエン

ターテインメントを提供することを目的に、アーティストが一般

大衆やコミュニティに向けて上演する芸術表現の一形態であると

論じている。芸術は、他の文化的要素とは異なる機能と役割を持

っている。Soedarsono（2002）は、芸術の機能は一次的機能と二次

的機能の 2 つに分類されると述べている（p.118）。これは、

Hidayat（2005）が提示した芸術の機能に関する理論によってさら

に強化され、個人的機能、芸術の社会的機能、コミュニケーショ

ン機能、教育的機能、芸術的機能の 5 つに分けられる。W. Setya 

mailto:nursafira.731@gmail.com
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(2020)もまた、芸術の機能は個人的機能と社会的機能になると述べ

ている。パフォーマンスにおける芸術機能の例として、人形劇が

挙げられる。パフォーミング・アーツにおける人形は通常、人形

の美しさから切り離すことのできない美的価値を示すだけでなく、

儀式的な目的のための機能も持っている。 

ワヤン・ゴレックはスンダ芸能のひとつで、舞台芸術の一

種に含まれる。ワヤン・ゴレックは木でできており、人形のよう

な立体的な形をしている。ワヤン・ゴレックは、人形を演じなが

ら様々なキャラクターや声を使いこなすことが要求される人形遣

いによって演じられる。シンデンと呼ばれる特別な人形歌手を伴

っている。文楽は、能、歌舞伎のほかに日本で最も有名な芸能の

ひとつである。文楽は人形遣いと呼ばれる 3 人の人形が三味線と

太夫と呼ばれる語り手を伴って演じる。文楽は通常、平安時代や

江戸時代の物語を演じる。 

文楽とワヤン・ゴレックの主な機能は似ている。どちらの

演目も宗教的な儀式や伝統行事で使われ、後に神への礼拝として

演じられたり使われたりする。どちらも儀式の道具としての第一

の機能は同じですが、応用の仕方は異なります。ワヤン・ゴレッ

クに見られる二次的な機能のひとつは、批評の手段として使われ

ることです。批判は通常、既存のルールに従って行動しない権力

エリートに向けられる（Masdudin, 2009: 9-10）。しかし文楽は、上

演される物語が戦争中の物語であるため、二次的な機能を持たな

い。 

その背景には、ワヤン・ゴレックと文楽における芸術機能

の相違点と類似点を、スダルソノ（Soedarsono）、ヒダヤット

（Hidayat）、セティヤ（W. Setya）の理論に基づく芸術機能の識

別と芸術機能の分類の記述から説明し、研究者は「文楽とワヤ

ン・ゴレック公演における芸術機能（比較研究）」と題して、文

楽とワヤン・ゴレック公演における芸術機能を識別することにし

た。 
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B. 問題提供 

本研究の問題提供は以下の通りである。 

1. 文楽はワヤン・ゴレックとどのように似ているのか？ 

2. 文楽のパフォーマンスはワヤン・ゴレックとどう違うの

か？ 

C. 研究方法 

本研究に使用された方法は「Studi Literatur」 における 

「Studi Pustaka」 というデータ取集及び「Analisis kualitatif deskriptif」 

というデータ分析である。 手順は以下の通りである。 

1. 芸術の機能について文献調査を行う。 

2. 問題を設定する。 

3. データソースと研究対象を決定する。 

4. ワヤン・ゴレックを使った文楽に関する本を読み、見つ

けた芸術機能を記録する。 

5. データを分析し、使用されている芸術機能の分類に基づ

いて分類。 

6. 分析したデータを記述し、結論を導き出す。 

D. 研究結果の分析 

分析結果に基づき、文楽とワヤン・ゴレックにおける芸術

の機能を以下の表に示す。 

No Fungsi Seni 
Bunraku  Wayang 

Golek 

1 Fungsi primer  (Soedarsono, 2002:118) ✓ ✓ 

2 Fungsi individu (Hidayat, 2005;  

W. Setya, 2020) 
✓ ✓ 

3 Fungsi sosial ✓ ✓ 

4 Fungsi artistik (Hidayat, 2005) X X 
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No Fungsi Seni 
Bunraku Wayang 

Golek 

1 Fungsi sekunder  (Soedarsono, 2002:118) X ✓ 

2 Fungsi komunikasi 
(Hidayat, 2005) 

X ✓ 

3 Fungsi pendidikan X ✓ 

 

E. おわりに 

ワヤン・ゴレックを用いた文楽公演における芸術の機能に

ついて 22 のデータを分析した結果、以下の結論が導き出された。

文楽とワヤン・ゴレックの上演には、（1）儀礼の手段として、

（2）娯楽の手段として、（3）美的提示の手段として、（4）人間

の感情的欲求として、（5）宗教や娯楽の手段として、（6）商業

化された上演という 6 つの共通点が見られた。これらの結果から、

文楽とワヤン・ゴレックは同じ 6 つの芸術機能を持っていること

がわかる。しかし、儀式や宗教的手段として見た場合、文楽とワ

ヤン・ゴレックは、両芸能が行う儀式とは異なる点がある。 

文楽とワヤン・ゴレックの演目には 5 つの違いが見いださ

れた。すなわち、（1）文楽には共同体の連帯を束ねる機能はない

が、ワヤン・ゴレックにはある、（2）文楽にはマス・コミュニケ

ーション・メディアとしての機能はないが、ワヤン・ゴレックに

はある、（3）文楽には政治的プロパガンダとしての機能はないが、

ワヤン・ゴレックにはある、 (3）文楽には政治的プロパガンダと

しての機能はないが、ワヤン・ゴレックにはある、（4）文楽には

社会批判としての機能はないが、ワヤン・ゴレックにはある、（5）

文楽には教育メディアとしての機能はないが、ワヤン・ゴレック

にはある。これらの結果から、文楽とワヤン・ゴレックは 5 つの

異なる芸術機能を持っていることがわかる。これは、文楽とワヤ

ン・ゴレックのそれぞれの演目から、どのように物語が語られて

いるかからもわかる。 
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